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市政と暮らしを結ぶ情報紙

市公式サイト4－1号 No.1217
毎月2回発行

2020年（令和2年） 4月10日発行

2……第2期名張市まち・ひと・しごと創生総合戦略
3……国民健康保険税の税率変更　4……副市長・教育長
7……市総合体育館・市民ホッケー場の愛称決定
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前年度対比令和2年度予算額会　　計　　名
一 般 会 計

住宅新築資金等貸付事業会計
東山墓園造成事業会計
農業集落排水事業会計
公共下水道事業会計
国民健康保険会計
介 護 保 険 会 計
後期高齢者医療会計
国 津 財 産 区 会 計
特 別 会 計 小 計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計

市税
101億
7,243万円281億

1,400万円

地方交付税
49億1,000万円
地方交付税
49億1,000万円

国庫支出金　
45億3,600万円
国庫支出金　

45億3,600万円

市債
23億4,140万円

市債
23億4,140万円

県支出金
23億6,536万円

県支出金
23億6,536万円

地方消費税交付金
15億6,400万円

繰入金
3億4,588万円 その他 12億6,640万円

使用料及び手数料
1億9,709万円
分担金及び負担金
1億3,090万円

地方譲与税
2億8,454万円

281億
1,400万円

民生費
111億
5,820万円

衛生費
37億8,967万円
衛生費
37億8,967万円

公債費
31億4,211万円

公債費
31億4,211万円

総務費
32億1,498万円

総務費
32億1,498万円

教育費
26億9,691万円

教育費
26億9,691万円

土木費
20億2,648万円

土木費
20億2,648万円

消防費
12億2,612万円

農林水産業費
3億5,717万円

議会費 2億3,474万円
商工費 2億624万円
予備費 5,000万円
災害復旧費 1,139万円

※令和 2年度から下水道事業の地方公営企業法の適用に伴い、
　農業集落排水事業会計及び公共下水道事業会計を廃止します。

起業・事業所支援事業　4,043 万円

小中学校防災減災低炭素化実現事業  7 億 6,355 万円
がん対策事業、生活習慣病予防重点
プロジェクト事業  1 億 1,929 万円観光資源開発事業　2,400 万円

学校における外国人児童生徒サポート事業　288万円 多文化地域共生社会推進事業　411万円

● 特別会計・企業会計

令和 2年度は、市総合計画「新・理想郷プラン」と連動令和 2年度は、市総合計画「新・理想郷プラン」と連動
した元気創造・若者定住・生涯現役の 3つの重点戦略を柱に、した元気創造・若者定住・生涯現役の 3つの重点戦略を柱に、
魅力ある名張づくりを目指し、真に必要な事業を厳選して予魅力ある名張づくりを目指し、真に必要な事業を厳選して予
算を配分しました。今号では、予算の概要をお知らせします。算を配分しました。今号では、予算の概要をお知らせします。

 財政経営室   63‐7403

新たな時代につなぐまちづくり新たな時代につなぐまちづくり

当初予算の概要一般会計 281億1,400万円

令和 2令和 2年度予算年度予算

気創造プロジェクト 者定住プロジェクト 涯現役プロジェクト元 生若
　「新たな産業創出と地域産業の発展」、「移住に関
する相談・受入体制の強化」、「訪れてよし、住んで
よし、招いてよしの観光都市の実現」を目指します。

　「産み育てるにやさしいまち“なばり”の実
現」、「なばりブランドとしての“ひと”づくり」
に向けた取組を進めていきます。

　「生涯現役のまちの実現」、「時代に合った地
域づくりと誰もが活躍できる地域共生社会の
実現」に向けた取組を進めていきます。

赤目の自然と忍者を活用した観光商品
や竹灯りで観光誘客につなげます

事業所の後継者問題の解決や就労希望
者に新しい働き方を提案します

小中学校に太陽光発電等を整備して
CO₂の排出抑制や災害時に活用します

外国人児童生徒に日本語学習指導や
教科学習支援を行います

健やかな生活習慣の形成に取り組み、
疾病予防や重症化予防を進めます

多文化共生センターで外国人住民への
情報提供など、支援と交流を行います
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